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　昭和34年に，日本精神身体医学会（今日の心身医学会）が発足して以来，私どもは，西洋流の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た身体医学（投薬，注射，手術など）に片寄りやすい現代医学を矯めるものとして，これに西洋流の
心理療法を統合した心身医学を，わが国に導入し，その研究と普及に努めてきた．本学会の発足当
初は，身体症状をもつ神経症や，いわゆる心身症が主な対象であったが，昭和52年に，第4回国
際心身医学会（京都）を，日本心身医学会が主宰するにあたり，「臨床医学の核としての心身医学」
というメイン・テーマをかかげた．
　ちょうどこの年に，米国の心身医学のリーダーであるエンゲルが，従来のpsychosomatic　medi－
cineに代わる表現として，　biopsychosocial　medical　modelを提唱し，身体病，精神病のすべてに
ついて，体と心と社会環境を含めた全人的なアプローチを行なう医学へと進展した．その後間もな
く，私どもは，エンゲルのモデルに，エコロジカル（生命倫理的）な因子をっけ加え，biopsy－
chosocioecological（ethical）なmedical　mode1をわが国に定着させた．
　また，その頃から，心をととのえ体をととのえる西洋流の心理療法的アプローチに，東洋的な体
をととのえ心をととのえる行法（自律訓練法，坐禅，気功法など）を併用することによって，治療
効果を大きく高めうることに気づいた．1978年には，シカゴ大学の哲学・心理療法の権威であるジ
エンドリンが，心理療法の効果を高める秘訣は，患者の体験：レベルを深める身体的な技法（フォー
カシングなど）であることを提唱した．東洋の行法の特長は，体験レベルの深化なのである．
　さらに，近年，ホリスティック医学が，国際的に盛んになるにつれて，東洋医学の眼目である自
然良能の活性化こそが，心身両面での治療の土台となることが，内外で注目され始めている．この
ような状況のもとで，私どもは，東洋医学的な養生法としての身心セルフ・コントロール（自己調
整法，気功法など）や，東洋医学的治療（鍼・灸・マッサージなど）によって，自然良能を賦活する
アプローチを核にして，西洋流の身体的療法ならびに心理療法を統合した全人的な治療モデルを，
国際的に提唱している．それは，内なる気（自然良能）を支える外なる気（自然の生命力）への目
覚めを促すことこそが，四病モデルの医療から成長モデルの医療へと進むカギとなるばかりでな
く，現代の危機からの脱出を促す決め手となるからである．
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